注記（事業別財務諸表：職業訓練事業）
１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況　　
（行政財産）

減損の兆候があるもの（減損を認識した場合を除く）

	用途
	種類
	場所
	帳簿価額（円）
	減損の兆候の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由
	減損を認識しない根拠

	北大阪高等職業技術専門校
	建物
	枚方市津田山手2丁目
	1,425,224,319 
	使用低下（年間利用者数約45％）
	―
	使用を継続

	
	工作物
	
	64,601,759 
	
	
	

	東大阪高等職業技術専門校
	建物
	東大阪市菱江６丁目
	397,441,908 
	使用低下（年間利用者数約40％）
	―
	使用を継続


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
減損を認識したもの
	用途
	種類
	場所
	減損前の帳簿価額（円）
	減損に至った経緯
	減損損失額（円）
	減損後の帳簿価額（円）
	減損損失額の算出方法の概要

	
	
	
	
	
	
	
	帳簿価額と比較する正味売却価額・使用価値相当額の別とその算出方法
	摘要

	東大阪高等職業技術専門校

（元自動車整備科用地）
	土地
	東大阪市

菱江６丁目
	149,164,000 
	使用終了

（跡地利用を検討中）
	0 
	149,164,000 
	正味売却価額（公有財産台帳上で把握している現在価額を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０円

	芦原高等職業技術専門校
	土地
	大阪市浪速区木津川2丁目
	366,797,970 
	使用終了（土地は、一部（グランド部分）を売却、建物は、書庫としてR3.4.1府民文化部に移管）
	0 
	366,797,970 
	正味売却価額（路線価を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０円

	
	建物
	
	468,264,922 
	
	0 
	468,264,922 
	正味売却価額（公有財産台帳上で把握している現在価額を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０円


（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
事業の概要
府立高等職業技術専門校・大阪障害者職業能力開発校の管理運営をはじめ、民間教育訓練機関を活用した委託訓練事業の実施、技能検定の実施や優秀な技能者の表彰
等を行い、大阪の産業・経済を支える人づくりを進めています。

事業類型 ：施設運営型　　部　　局 ： 商工労働部
事 業 名 ：職業訓練事業

